序 by Kubota, Naohiro
序岡山大学は,他の国立大学と同様,平成16年4月1日に国立大学法人に移行した｡法人化のうたい文句は
自主的 ･自律的な大学運営が可能ということであるが,これが定着するにはまだしばらく時間がかかりそう
であるO法人化後は国立大学法人制度という新しい仕組みの中で国が必要な財政措置をとるとされているも
のの,法人化元年のセンター予算はかなり厳しいものであった｡来年度以降もこの状態が続くと思われ,こ
れからはそれを念頭に置いた運営を行う必要がある｡このような中,学長裁量経費が2件採択されたのは何
よりであった｡これにより,学生実習のための器材や施設が整備され,また新型コンバインの導入は台風で
倒伏した稲の刈り取り作業に大いに役立った｡
平成16年度は,日本列島が未曾有の自然災害にみまわれた1年であった｡特に台風の襲来が多く,岡山に
も8月下旬,9月上旬,9月下旬および10月下旬に計4個が上陸した｡なかでも10月2〔旧に襲来した23号は,
センターの前身である農場の開設以来,最も大きな被害をもたらし,特に岡山農場での被害が大きかった｡
すなわち,ビニルハウスの11棟が完全に倒壊したほか,14棟のビニルが破損し,またガラス室や実習棟も損
壊した｡このため,雨よけ栽培していたリンゴは収量が激減しただけでなく,樹体そのものが倒壊し,壊滅
的被害をうけた｡また本島農場では,土砂崩れのほか,潮風でウンシュウミカンを始めとする柑橘類の菜が
多数落ちた｡厳しい財政状態の中その復旧に苦慮していたところ,特別の予算措置がとられ,また技術職員
の努力により年度内にハウスをほぼ原状に復することができたのは不幸中の幸いであった｡ご尽力いただい
た皆様に厚くお礼申し上げる次第である｡このように多大の災害を被った反面,7月は降水量が少なく,過
度も平年並みであったため,モモはきわめで品質のよい果実が生産できた｡また,被害の少なかった津高牧
場では,飼養している黒毛和牛が年ごとに高い評価を受けるようになり,実に喜ばしいかぎりである｡
平成16年度も春と秋の2回,全国大学附属農場協議会が開催され,秋季協議会では多田正人技術職員に農
場技術賞が授与された｡これは,干拓地の八浜農場を中心に10ヘクタール近い水田を乾田直播方式の導入に
よって最小限の労力で管理するとともに,その技術を実習教育に反映していることが高く評価されたもので
ある｡昨年度に続いての受賞で,お目出度いことこの上もない｡技術職員の更なるスキルアップを期待して
やまない｡
センターにはフィールドサイエンス (FS)推進部と企画連携部がある｡FS推進部の役割の一つは講座の教
員の協力を待て実習教育を行うことである｡16年度も基礎農場実習を含め8科目の実習を実施した｡実習に
対する学生の評価は全般に高かったが,履修生の少ない科目があるなど,いくつかの反省点もあった｡企画
連携部は地域社会と農学部をつなぐ窓口としての役割を有し,学外からの相談や要請に対応するとともに,
公開シンポジウムや講演会を企画している｡3回目となるシンポジウムは,｢食の安全を科学で評価する｣を
テーマに農林水産省中国四国農政局その他の協力のもと200名以上の参加者を得て盛大に開催された｡このよ
うな活動を通して,センターから更に多くの情報を発信したいと考えている｡
平成17年9月
山陽圏フィールド科学センター
センター長 久保 田 尚浩
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